
令和5年度 学校部活動の地域クラブ活動への移行についての取組  経過 

 

１ 連携協議会 
(1)本部会 

  ・第１回連携協議会 全体会（5/28） 設置要綱・役割について、国や県の動向 
                    飯田市のこれまでの取組と今後の方向性 

(2)文化部会 
  ・第１回部会（6/29） 学校部活動の現状と課題、目指す姿 
  ・第２回部会（7/31） 文化部活動の現状報告(竜峡中美術部の活動) 

地域の文化活動の振興について 
  ・第３回部会（10/2） 拠点校部活動の考え方・進め方、地域の文化活動へ働きかけ 
 

(3)スポーツ部会 
  ・第１回部会（6/19） 学校部活動の現状と課題、目指す姿 
  ・第２回部会（8/1）  校長会アンケート報告、学校の課題の共有 
  ・第３回部会（9/20） 拠点校部活動の考え方・段階的な進め方 

 

２ 実態把握のための関係団体等との協議・聴き取り等 

(1) 各中学校（9校訪問6/22～7/10） 

 

 

○部活動地域移行についての背景・課題、飯田市のこれまでの部活動改革の取組、地域移行が

目指す姿、実現していく上での課題、実現に向けた段階的な進め方 等について協議 

【確認した事項】 

□目指す姿(理念)の共有 □推進スケジュールと方向性 □段階的な進め方(拠点校) 

□検討すべき課題の洗い出し 

【今後検討すべき課題】 

□指導者確保・育成 □送迎や会費等保護者の負担 □運営主体 □財源確保  

□学校・保護者・地域への意識醸成等  

【進めていく上で大切にしたいこと・出された意見等】 

・単に現在の部活動を地域へ移行するのではなく、この取組を通じて、地域の文化・芸術、ス

ポーツ活動が豊かになることを目指したい。 

・スポーツ分野や吹奏楽等は、段階的な拠点校方式による進め方で、現在部活動に所属してい

る生徒の活動の場を確保しつつ移行していく。 

・文化活動については、中学生が地域の文化・芸術活動に主体的に参画し、自身の可能性を広

げるための機会提供となるよう関係団体に働きかけながら進めていく。 

・理解を促進していくためには学校、保護者、地域へ丁寧に説明をしていくことが必要である。 

 

 

○各中学校部活動の現状、地域移行を進めていく上での課題についての聴き取りを行った。 

・部活動数の減少が進んでいることにより生徒の選択肢が少なくなっている。 

・生徒のチームスポーツに対する抵抗感の増大、パソコン部、美術部等の部員が増加している。 

・学校職員や保護者の意識改革がなかなか進まない。    

・外部指導者の確保に向けて、部活動指導員制度の活用を希望したい。教員と地域指導者間の

指導方針の共有も課題である。 

・拠点校部活動とした場合の移動手段や会費等保護者の負担が課題である。 

・吹奏楽部は楽器の管理や活動場所等が課題である。 
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(2) 中学校 校長会での協議 

 ・部活動地域移行に係る検討（4/20.6/20.9/21） 

・生徒への意向調査（6月～8月） 

・部活動各種目代表者会（10/31） 

 

(3) スポーツ競技団体 

・指導者への意向アンケート実施（8月～10月） 

・学校部活動の地域クラブ活動への移行についての勉強会（10/18） 

 

(4) 文化芸術関係機関、団体への聴き取り等 

文化会館(8/28.31)、人形劇センター(9/11)、緑ヶ丘中技術部(9/1) 

高陵中吹奏楽(8/23)、旭ヶ丘中合唱部(9/21) 

 

３ 学校・保護者・地域指導者の意識醸成について（説明会・学習会等） 

 ・飯伊PTA連合会 学習会（4/8） 

 ・下久堅小学校PTA講演会（6/11） 

 ・各学校部活動運営協議会、職員会等での説明  

鼎中(5/2.10/3.11/10)、緑ヶ丘中(5/11.10/5)、高陵中(5/18) 

旭ヶ丘中(8/1.9/5.10/12)、竜峡中学校(10/23.27)、東中学校(10/25) 

 

４ その他 部活動地域移行 他市町村視察 

 7/11 千曲市への視察 

○生徒のニーズを把握し、拠点校部活動の枠組や課題について検討 
・合同部活動や委任指導、拠点校部活動への移行を進めていくことが良い。拠点校部活動の要
綱整備が必要である。 

・職員会等での教員の理解促進、部活動運営委員会等での保護者への説明が必要である。 
・生徒への意向調査では、拠点校部活動での他校との連携に対しては概ね好意的である。 
・拠点校部活の場合、移動手段や指導者の確保が課題である。  
 

○部活動の地域クラブ移行についての理解を深め、特に指導者としての協力について検討 
・競技によって実情が異なるため、一律に進めていくことは難しい。 
・指導者としての協力はしていきたいが、活動時間が課題である。 

○部活動の限界、地域移行の背景、部活動地域移行についての等について説明 
・大人の意識を変えていかなければならない。 
・今、部活動を頑張っている生徒が困らないような移行をしてほしい。 
・子どもの活動を支援したいが、実際は移動手段や会費等が課題となる。 
・先生の指導と地域指導者の指導の違いにより生徒が混乱するのではないか。 

○文化芸術活動の現状と課題、取組の可能性について聴き取りを実施 
・吹奏楽については、楽器が演奏できるようになるまでの練習量が必要であり、吹奏楽部員と
部員以外の生徒が拠点校エリアの中で一緒に活動することは難しい。 

・吹奏楽について、費用や楽器の管理運搬、指導者の確保が課題である。 
・現在地域で活動している各団体へ働きかけをし、生徒が多様な活動に参加できるよう機会提
供を行うことで、地域全体の文化芸術の振興にもつながるのではないか。 


